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会 議 名 第１回橋本市の自治と協働をはぐくむ委員会会議 

日 時 令和５年５月 16日（火）13時 30分～15時 50分 

場 所 橋本市保健福祉センター３階 多目的ホール１ 

出 席 者 

（敬称略） 

堀内 秀雄 乾 幸八 平家 利也 田村 亜美 

森田 知世子 井西 三知子 佐藤 陽子 小原 秀紀 

今田 実 岩澤 晃臣 岸田 昌章 芝 一與 

戸島 浩子 中谷 維志 東 美樹 平田 敬二 

福澤 稔 向 律子   

【出席委員：18名】 

欠 席 者 

（敬称略） 

前田 陽一郎 玉井 勝代   

    

【欠席委員：２名】 

事 務 局 総合政策部長 土井 加奈子 

地域振興室長 鈴木 淳司 

地域振興室長補佐 前川 朋久 

地域振興係主査 上原 慎太郎 

次 第 １．開会 

① 市長挨拶 

② 委員自己紹介 

【資料１ 委員名簿】 

２．議事 

① 正副委員長の選出及び挨拶 

② 橋本市の自治と協働をはぐくむ条例及び委員会の説明 

【資料２ はぐくむ条例及び委員会の説明パワーポイント】 

③ 第２期はぐくむ委員会報告 

【資料３ 第２期はぐくむ委員会報告パワーポイント】 

④ 今期の委員会運営 

【資料４ スケジュール案】 

３．その他 

 

４．閉会 
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１．開会 

① 市長挨拶 

 

② 委員自己紹介 

【資料１ 委員名簿】 

１人 30秒程度で自己紹介 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

２．議事 

① 正副委員長の選出及び挨拶 

委員から正副委員長について留任を求める声があり、委員長に堀内委員、副委員

長に乾委員事務局が選出された。事務局から市民公募委員からもう一名選出する

旨の提案があり、東委員が推薦された。 

いずれの役職についても賛成多数で承認された。その後、堀内委員長、乾副委員

長、東副委員長から挨拶。 

 

② 橋本市の自治と協働をはぐくむ条例及び委員会の説明 

【資料２ はぐくむ条例及び委員会の説明パワーポイント】 

事務局、パワーポイントを用いて説明。 

○委員意見等 

・事務局説明の中で「協働」について、「様々な担い手が・・・」とあるが、社会

科学や行政学では「異質な（異業種、異世代等）」と表現されている。 

・人口減は橋本市だけの問題ではなく、全国的なものであるため、幅広く理解し

ながら、取り組みを進めていけばよい。 

 

③ 第２期はぐくむ委員会報告 

【資料３ 第２期はぐくむ委員会報告パワーポイント】 

第２期委員会の情報共有グループ（以下、Ｇという。）市民参画Ｇ、協働のまちづ

くりＧから、第２期委員会活動について報告を行い、第２期提言書の抜粋資料を

新規委員を中心に読み上げながら、第２期委員会の活動について確認を行った。

その後、新規委員から感想と自己紹介の補足を行った。 

・普段は地域のボランティアや家庭のことで日々を過ごしている。マイクをもっ

て人の前で話をすることが貴重な経験。自分にとってプラスになると感じる。 
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・出身は関東だが、結婚を機に橋本市へ移住してきた。子供たちが将来大きくな

った時に、一時的に市外へ出たとしても戻ってこられるような町になれば良い

なと思い今回参加した。 

・橋本で生まれ育ち、ご近所の人にとても良くしてもらった。今の子どもたちに

もそのような環境で育ってもらいたい。近所のお友達とも集まればそのような

話をしている。海外で生活しているときには人情あふれる人々とふれあい、広

い心で人に接する余生を送りたいと思った。 

・第２層支援協議体紀見東地区で SC（生活支援コーディネーター）をやっている。

地域の中で何かできないかと思って参加した。この会のメンバーに高校生など

がいればもっと広い世代に理解してもらえるのかなと思いました。 

・７年ほどサロンを主催しており、15年ほど前から「げんきらり～」に参加して

いる。市からお誘いがあり、参加することになった。自分なりに一所懸命頑張

りますのでよろしくお願いします。 

 

○委員からお知らせ 

・子ども達が総合的な学習の時間を使って勉強する中で、地域の課題を「こんな

風にしたら解決できるのではないか」ということを学んで、市長や教育長に提

案する橋本未来プロジェクトを始めた。初年度はあやの台小学校、２年度は清

水小学校、高野口小学校、紀見北中学校が参加した。子ども目線で町の課題を

解決する取り組みにつながっており、実際に解決したものも出てきている。そ

ういうところに委員のお力も貸してもらえればと思う。 

・スイスで議会が子どもの提案を取り上げる取組を行っており、非常に進んでい

るとの評価を受けている。 

 

④ 今期の委員会運営 

【資料４ スケジュール案】 

事務局から説明。 

・スケジュールはあくまで案であり、今後変更の可能性がある。 

・第２回委員会は８月の実施予定。SNSを活用し、日程調整を行う。 

・職員研修の実施時期を 10月頃に変更する。実施については職員課と協議済。 

・グループ分けについては、正副委員長、第２期Ｇ長、事務局で事前協議を行い、

６月中を目途に委員へアンケートを行う。 

・自主的に実施するＧ活動については、報酬を伴わないことを検討する。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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３．その他 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

４．閉会 

土井総合政策部長挨拶 

以上 








